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教 育 目 標 
豊かな人間性と確かな学力を身に付け、心身ともに健康な児童の育成 

ここ  んん  なな  子子  どど  もも  をを  育育  てて  まま  すす  
・ 自ら考える子ども   ・ 仲良く助け合う子ども 
・ 明るく元気な子ども  ・ 進んでがんばる子ども 

五五  心心  
感謝・反省・謙虚 
奉仕・素直 

五五  気気  
元気・勇気・根気 
やる気・気配り 

 

自信と意欲をもち、主体的に学ぶ五ヶ所っ子の育成 

～算数科における複式指導方法の工夫改善を通して～ 

 
算数科における複式指導方法を工夫し、基礎･基本の定着を図る活動を充実させれば、

児童の自信と意欲が育まれ、主体的に学ぼうとする気持ちや実践力が向上するであろう。 

Ⅱ 主体的な学びを支える基礎的･基本的内容を身に付ける教科外活動 
１ 朝の読書活動（10分間読書） ２ 業間活動（スピーチ活動・ぴょんぴょんタイム） 
３ 学習環境整備（算数コーナー）４ 家庭との連携（家庭学習の手引き活用） 
５ プレゼント学習問題（校長作成による習熟問題） ６ 俳句･短歌･作文コーナー 

Ⅰ 主体的な学びを育む指導方法の工夫 
１ 複式指導方法の工夫改善として 

(1)  効果的な同時直接指導の在り方について研究し、学力の定着を目指しま
す。 

(2)  ガイド学習の充実を図り、主体的に学ぶ児童を育てます。 
２ 問題解決的な学習として 

(1) 「ひめゆり」の学習指導過程について、徹底することで学習の効率化を
図ります。 

(2) ヒントの提示方法の工夫を図り、児童の自力解決を支えます。 
３ 個に応じた指導方法として 

(1) 個人カルテを作成し、一人一人の児童に合ったきめ細やかな指導を行い
ます。 

(2) 児童の自己評価をもとに毎時間の授業をフィードバックし、次の指導に
生かします。 
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Ⅰ 主体的な学びを育む指導方法の工夫 
１ 複式指導方法の工夫改善について 

 (1) 効果的な同時直接指導の在り方 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)  ガイド学習の充実 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ガイド学習表を用い、ガイド学習を定着させながら学習の効果を高め、主体的な学習態度

を育成していく。 

 学習過程を工夫し、両学年

の学習状況を見取り、小わた

りをしながら直接指導する時

間を意図的に設定すること

で、個々の学習状況に応じて

両学年ともタイミングよく個

別指導を行う。 
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２ 問題解決的な学習について 
(1) 「ひめゆり」の学習指導過程   

段階 教師の意図 児童への提示内容と学習活動 

つかむ 
・ 

見通す 

 児童自ら課題を見つけて意欲的に解

決に導くような課題の提示や問題の提

示を行う。 

ひらめきを、だいじにしよう。 
○ 学習のめあて、課題をつかむ。 
○ 問題解決の予想を立てる。 
○ 解法への見通しを立てる。 

調べる 

 自力解決の時間を十分に確保し、既

習学習を生かして自力解決をさせる。

また、ヒントコーナーの活用を促した

り、前時の学習を振り返らせたりしな

がら自力解決の手がかりとさせる。 

めあてにむかって、しらべよう。 
○ 自力解決をする。 
○ 既習事項を生かして、問題解決をする。 
○ 発表の準備をする。 

深める 

 自ら解決したことをもとに、話合い

を通して練り上げさせる。 
  

ゆうきをもって、はっぴょうしよう。 
○ 考えを発表する。 
○ 友達の考えを知る。 

はかせタイム 
○ 分かったことをもとに「はかせ」をまとめ

る。 
学習を客観的に振り返ることで自己

評価をさせ、次時への意識付けを図る。 
りっぱにできたか、ふりかえろう。 
○ 自己評価を行う。 
○ 次時の学習を知る。 

まとめる 
 個人差に応じて理解の習熟、発展、

応用を図りながら、基礎・基本の定着

を図る。 

のびのびタイム 
○ 練習問題をする。 

※ 複式指導の特性により、学年によってはのびのびタイムから行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
教室前面に掲示し、毎時間の児童の学

習活動において分かり易い言葉で意識付

けを図る。 

各学年で使用する黒板に掲示する。各

学習活動における時間配分を記入し、児

童が学習の進め方（時間）の目安にでき

るようにする。 
※  の は「のびのびタイム」 



 

 - 4 - 

 
 
 
 
 
 
 
 

     ガイド学習を効果的に進めるための学習環境整備として聞き方・話し方の表を掲示し、

指導を行う。 
(2) ヒントコーナーの工夫 
各コーナーの内容は以下の通りとする。 

ヒントコーナー ふりカエルコーナー 
 本時の学習問題に

対して、直接的に解法

の手助けとなる内容

のもの。 

 本時以前の１単位時間毎の学習のポイントや学習の

まとめ、ヒントコーナーで活用したもの。本時の問題

解決に生かせる既習事項など、間接的に解法の手助け

となる内容のもの。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヒントの提示方法例 
① 教科書のプリント

アウト 
② 教科書の部分提示 
③ 具体物の提示 
④ ワンポイントアド

バイス 

ふりカエルコーナーの内容例 
① 前時のヒントコーナ

ーで使ったもの 
② 板書をデジカメで記

録したもの 
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３ 個に応じた指導方法について 
(1) 個人カルテの作成・活用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 指導に生かす自己評価の在り方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 主体的な学びを支える基礎的･基本的内容を身に付ける教科外活動 
１ 朝の読書活動（１０分間読書）：豊かな感受性、幅広い知見の育成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個人カルテ例 
① 児童の考えの記録 
② 思考傾向の記録 
③ 到達度 
④ 特記事項等 
次時の学習指導に

生かす。 

児童の自己評

価を取り入れ、児

童に自らの学習

を振り返らせ、次

時への意欲付け

を行う。 

 月曜日から金曜日の朝の時間に１０分間の読書活動に取り組んでいる。落

ち着いた気持ちや態度で一日のスタートを切る。それが学習へのスムーズな

取りかかりにつながる。 
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２ 業間活動（スピーチ活動・ぴょんぴょんタイム） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 学習環境整備（算数コーナー）    ４ 家庭との連携（家庭学習の手引き活用） 

   
 
５ プレゼント学習問題（校長作成による習熟問題） ６ 俳句・短歌・作文コーナー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【スピーチ活動】 【ぴょんぴょんタイム（個に応じた基礎学力向上の時間）】 
表現力、発表力の向上・豊かな感性の育成 NRT等の結果を踏まえた問題の準備・五ヶ所漢字計算検定の実施 

学びが広がりつながる学習環境づくり 家庭との連携による学力向上への取り組みの一環 

学習に対する興味関心の向上 

新聞、広報への投稿作品の他、地

域にゆかりのある作品の掲示による

表現に対する興味関心の向上 


